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箕作小学校 学校経営管理全体計画 平成２８年度

夢を持ち、仲間とともに たくましく生
きる子どもを育てる

○ よく考える子
＝自ら学び、よく見つめ深く考える子＝

○ 思いやる子
＝人・物・自然に優しい子＝

○ きたえる子
＝すすんで心や体をきたえる子＝

(のばしたい所)
・素直で明るく活動的である。
・与えられた課題については、全
力で取り組む力がある。

(指導したい所)
・自分の思いや考えを相手に伝え
ることができるようにする。
・相手を尊重した言動ができるよ
うにする。
・あたり前のことができる(自分
で考え判断し行動できる)よう
にする。

「三方よし」が実行できる子

○ 自分よし（自己実現）
○ 相手よし（思いやり）
○ 社会よし（社会貢献）

学校教育目標 子どもの様子

確かな学び

○学習指導のあり方を見直し、学習
における箕作小のスタンダードを
作る。

○個々の子どもの確かな学びと、仲
間との学び合いによる高まりを大
切にした授業づくりを進める。

○基礎的な学力の定着を図るために
繰り返し指導をする。

○課題解決能力を育むために体験を
重視した指導を充実させる。

○教育活動全体で「伝え合う力」を
育てると共に、言語環境を整え、
言語活動の充実を図る。

○ＩＣＴを活用した授業を積極的に
すすめるとともに、情報モラル教
育を推進していく。

○読書活動を家庭と地域との連携の
もとで充実させると共に、図書館
を活用し、本を調べ資料を作成す
るなどの情報活用能力を育む。

○家庭との連絡を図りながら、家庭
における学習の充実と習慣化を図
る。

豊かな心

○児童の自己肯定感や自尊感情を育む
ための支援や取り組みを進める。

○一人ひとりの良さや可能性に目を向け
互いによりよく理解し、支え合える集団
を育成する。

○自然や人とのふれあいを大切にし、よ
りよい環境を創造する環境教育、福祉
・ボランティア活動の推進を図る。

○道徳教育を学校全体で推進し、道徳
の時間においては、道徳的価値の自
覚が一層図れるよう体験活動等を生か
した多様な取り組みの工夫や魅力的な
教材の開発、活用に努める。

○我が国のみならず、外国の文化や伝
統を尊重し、ふれあう活動を通じて、
外国人と協調する態度の育成に努め
る。

○あいさつ運動を展開し、学校と家庭・
地域が連携し、豊かな道徳性・社会性
の涵養を図る。

○基本的な生活習慣や生活ルールを身
につけ、自他の生命を尊重し、健康
で安全な生活を営むことができる児童
の育成に努める。

箕作小の教職員

○組織体として子どもの指導に当たる。
○授業改善に積極的に取り組む。
○授業力、教育相談力、学級経営力等を磨くための研
修と、授業公開の機会を積極的に持ち、資質の向上
に努める。
○児童理解に努め、個に応じた子どもに寄り添った指
導に努める。
○伝統を尊重しながら、新しい事へのチャレンジ魂を
持ち、実行力、実践力を高める。
○笑顔と元気を基本に、子ども、保護者、地域とコミ
ュニケーションを持つ。
○信頼され敬愛されるように自らの生き方を磨くこと
に努める。

ニッコリ、ハッキリ、キッチリな箕作っ子！

・ニッコリあいさつ自分から ・ハッキリ言える返事と意見 ・キッチリできる掃除や活動

合言葉

東近江市がめざす子どもの姿

たくましい心・体

○運動やスポーツを豊かに実践していく
ことで、自ら進んで運動に親しむ資質
や能力を養い、体力の向上を図る。

○一人一人の運動能力を確かに育てる体
育授業の充実に努める。

○日常の生活習慣を見直し、自らの体と
心の関係についての授業実践をすすめ
る。

○食育を通して自ら健康管理できる自己
管理能力の育成に努める。

○児童自らが危険を予測し、回避する能
力を身につけるため、実践的な安全教
育を推進する。

○自らの目標をめざして、粘り強く取り
組み、感動や充実感が実感できる支援
に努める。

家庭・地域とつながる学校

○学校と地域の連携の強化
・学校支援地域本部事業の推進
・コミュニティーセンターとの連携
・ＰＴＡとの協働
・地域の組織や人と積極的に関わり教育活動に取り
入れる。

○学校からの情報発信
・学校だよりやホームページ等を通じて教育方針や
教育活動を発信する。

○学校関係者の評価、結果の公開、説明
○関係機関との連携・情報交換
○校種間の連携と交流

未来を開く心豊かでたくましい人
づくり

～学び合い支え合う
「共に育つ」滋賀の教育～

滋賀の教育行政の基本目標

校訓 ： 『成人之美（人の美を成す）』 人の美点、長所を見出して、それを伸ばし大成させる

いのち・人権を大切にする教育の推進

○授業を通じて「自己存在感」「共感的人間関係」「自己決定の力」をはぐくむ。
○きめ細かな児童理解に基づいた指導により、よりよく人とかかわっていく力の育成に努める。
○互いによりよく理解し、支え合える集団を育成する。
○障害の有無や個々の違いを認識しつつ、全ての人が生き生きと活躍できる共生社会の基礎づくりを図る。

特別支援教育の推進

○児童一人ひとりの教育的ニーズに応じ
た適切な指導や必要な支援を行う特別
支援教育体制の整備、充実を図る。

○「個別の指導計画」を作成し、一人一
人に応じた指導を進める。また、必要
に応じて、関係機関と連携を図った効
果的な支援を進める。

○児童理解のための研修を立案・実施し
教職員の資質の向上を図る。

「自己判断力・自己決定力の育成」を意識した教育活動の推進重点目標



平成２８年度 箕作小学校職員組織表

校 長 溝 江 透

教 頭 八木 佐登留 ※平成２８年４月８日現在のものです

区分 児童生徒数 学年計
学級担任氏名

学年 組 男 女 計 男 女 計

１組 １４ １３ ２７ ○ 小 林 真 希

１ 年 ２組 １４ １２ ２６ ４１ ３８ ７９ 園 田 朋 美

３組 １３ １３ ２６ 今 西 恵 理

１組 １７ １７ ３４ 勝 山 ゆかり
２ 年 ３４ ３４ ６８

２組 １７ １７ ３４ ○ 星 田 理恵子

１組 １３ １５ ２８ 浅 岡 奈津子

３ 年 ２組 １４ １４ ２８ ４０ ４３ ８３ 真 庭 香奈恵

３組 １３ １４ ２７ ○ 吉 澤 満 子

１組 １３ １０ ２３ ○ 清 水 愛 香

４ 年 ２組 １４ １０ ２４ ４０ ３１ ７１ 中 川 達 貴

３組 １３ １１ ２４ 森 本 義 則

１組 １０ １３ ２３ 上 田 僚 子

５ 年 ２組 １１ １５ ２６ ３２ ４２ ７４ ○ 小 林 理 惠

３組 １１ １４ ２５ 福 永 光 希

１組 １６ １９ ３５ ○ 龍 見 宏 和
６ 年 ３１ ３９ ７０

２組 １５ ２０ ３５ 北 川 美 希

１組 ６ ０ ６ 浅 井 菜穂子
仲
よ ２組 ５ １ ６ １７ ２ １９ 村 井 裕 香
し

３組 ６ １ ７ ○ 西 川 忠 司

久保田学級 ０ １ １ ０ １ １ 久保田 純 代

児童数合計 ２３５ ２３０ ４６５

教 務 主 任 蓮 蔵 優 治 特別支援学級多人数加配 町 釋 紀 子

教 務 鈴 木 八栄子 事 務 職 員 松 園 真紀美

教 務 ( 専 科 ) 中 松 紀 子 労 務 員 南 知恵美

児童生徒支援加配 奥 村 聡 雄 労務員 (給食配膳 ) 武 井 紀 子

外国人児童対応加配 堤 志津子 初任者研修拠点校指導教員 西 澤 邦 男

養 護 教 諭 三 原 美 菜 初任者研修後補充 西 野 万千子

・児 童 支 援 員 木澤 絵里 大塚 弘美 河野 麻美 武野 恵子
北村 美子

・図 書 館 司 書 高田 律子
・A L T ブルック デッカー
・外国人児童支援員 川端 テレーザ 理恵子
・スクールカウンセラー 千原美重子
・地域コーディネーター 熊木 晴子

学 校 医 出目 明 尾崎 芳樹 学校歯科医 井田 勝康 村上 隆弘

薬 剤 師 山田 初美

学
年
主
任



校舎平面図

日 課 表

学 習 の 準 備 ～ ８：２０

スキルタイム ８：２０～ ８：３５

朝 の 会 ８：３５～ ８：４５

１ 校 時 ８：４５～ ９：３０

２ 校 時 ９：３５～１０：２０

チャレンジタイム １０：２０～１０：３５

中 休 み １０：３５～１０：４５

３ 校 時 １０：４５～１１：３０

４ 校 時 １１：３５～１２：２０

給 食 １２：２０～１３：００

昼 休 み １３：００～１３：３５

清 掃 １３：３５～１３：５０

５ 校 時 １３：５５～１４：４０

６ 校 時 １４：４５～１５：３０

（クラブ・委員会） （１５：００～１５：４５）

帰 り の 会 １５：３０～１５：４５

下 校 時 刻

５校時の時…１５：００ ６校時の時…１６：００


